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日                                               

 

写真 （5.29、小倉駅前での小倉区民ネットの宣伝） 

 

★予定されている行動★ 

６月１５日（水）１８時３０分 

ウエル戸畑多目的ホール 

憲法をまもる北九州市民連続講座（第５回） 

「憲法と信教の自由」 

（お話） 

有光顕澄氏（浄土真宗本願寺派真行寺住職） 

福島義人氏（日本基督教団小倉東篠崎教会牧師） 

自
民
党
は
、
党
の
改
憲
の
素
案
を
全

国
的
な
組
織
討
議
を
行
う
場
を
つ
く
る

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

憲
法
九
条
を
形
骸
化
し
、
自
衛
隊
を

軍
隊
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
行
う
戦
争

に
駆
り
立
て
、
国
民
に
国
防
の
義
務
を

負
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

許
せ
ば
、
国
民
の
基
本
的
人
権
も
大
き

な
制
限
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。 

 

日
本
国
民
を
六
十
年
間
、
戦
争
か
ら

護
っ
て
き
た
こ
の
憲
法
を
改
悪
さ
せ
な

い
運
動
の
強
化
発
展
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
九
条
を
中
心
と
す
る
憲
法
の
輝
き

を
地
域
の
中
に
持
ち
込
み
、
広
め
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り

に
語
り
か
け
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。 

 
 

 

各
地
で
、
地
域
の
会
が 

立
ち
上
げ
準
備 

 
 

市
内
各
地
で
、
地
域
の
会
つ
く
り
の

劇団「青年劇場」 
ジェームス三木作・

演出の「真珠の首飾

り」 上演迫る！ 

７月 1 日（金） 

 １４時、１８時半 

 ウエル戸畑 

   （大ホール） 

動
き
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。
（
別

掲
） 

「
憲
法
を
ま
も
る
北
九
州
ネ
ッ
ト
」
は 

こ
れ
ら
の
動
き
を
促
進
す
る
お
手
伝

い
を
し
な
が
ら
、
そ
の
交
流
の
場
と
し

て
機
能
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
情
報
を
、

北
九
州
市
民
ネ
ッ
ト
事
務
局
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

 

地
域
で
の
具
体
的
な
動
き 

 

（
門
司
区
） 

「
大
積
・
白
野
江
九
条
の
会
（
仮
） 

は
、
5
月
28
日
に
「
憲
法
を
考
え
る 

集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。 

「
大
里
西
部
九
条
の
会
」
の
結
成
総
会 

が
６
月
11
日
（
土
）
に
開
か
れ
ま
す
。 

（
13
時
大
里
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

「
門
司
港
地
域
」
で
も
準
備
会
を
重
ね 

て
学
習
会
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

「
門
司
九
条
の
会
」
で
は
毎
週
土
曜
日 

に
11
時
か
ら
門
司
港
と
大
里
交
互
に 

宣
伝
署
名
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

      

 
一
人
ひ
と
り
の
住
民
に
語
り
か
け
よ
う 

今
こ
そ
、
日
本
国
憲
法
の
輝
き
を
広
め
る
時
！ 

（
ご
け
ん
コ
ラ
ム
）
気
持
ち
の
良
い
日 

五
月
三
日
、
憲
法
記
念
日
は
気
持
ち
の
良
い
一
日

だ
っ
た
。
朝
刊
に
は
（
朝
日
）
一
面
全
部
使
っ
て
「
九

条
実
現
」
「
憲
法
九
条
を
変
え
る
こ
と
に
み
ん
な
で

反
対
し
ま
し
ょ
う
」
と
書
い
た
市
民
意
見
広
告
が
載

っ
て
い
た
。
７
７
７
６
人
の
市
民
が
賛
同
し
て
作
っ

た
と
書
い
て
あ
る
。
日
本
共
産
党
も
「
憲
法
の
改
定

に
反
対
で
す
」
の
一
面
広
告
を
出
し
て
い
る
。
も
う

一
枚
め
く
る
と
、
「
憲
法
総
点
検
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
が

あ
り
、
憲
法
学
者
の
樋
口
陽
一
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）

の
発
言
が
載
っ
て
い
る
。
氏
は
「
小
泉
首
相
が
『
戦

争
に
行
く
の
で
は
な
い
』
と
あ
れ
だ
け
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
も
、
ブ
レ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ

戦
闘
行
動
が
取
れ
な
い
の
も
、
九
条
が
あ
る
か
ら
。

当
初
よ
り
後
ず
さ
り
は
し
て
い
る
が
、
規
範
力
は
依

然
持
っ
て
い
る
」
「
一
市
民
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
い

ま
憲
法
改
正
に
着
手
す
る
こ
と
に
賛
成
で
き
ま
せ

ん
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
め
く
る
と
、
憲

法
全
国
世
論
調
査
が
載
っ
て
い
る
▼
午
後
か
ら
、
北

九
州
憲
法
集
会
に
出
か
け
た
。
「
９
条
の
あ
る
国
に

生
ま
れ
て
」
と
題
し
て
、
弁
護
士
に
な
っ
て
半
年
の

若
き
女
性
・
溝
口
史
子
さ
ん
が
講
演
し
た
。
若
い
感

覚
で
の
憲
法
の
話
は
、
新
鮮
で
、
聞
く
人
に
感
銘
を

与
え
た
。
溝
口
さ
ん
は
「
憲
法
が
生
き
て
い
る
社
会
、

死
ん
だ
社
会
に
つ
い
て
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持

つ
こ
と
」
が
大
事
だ
と
話
し
た
▼
朝
日
新
聞
の
全
国

世
論
調
査
で
は
憲
法
９
条
に
つ
い
て
の
回
答
で
は

「
変
え
る
ほ
う
が
良
い
」
は
３
６
％
で
、「
変
え
な
い

ほ
う
が
良
い
」
は
５
１
％
だ
っ
た
。
年
代
別
に
見
る

と
２
０
台
で
は
「
変
え
な
い
ほ
う
が
良
い
」
と
答
え

た
人
は
５
９
％
と
な
り
若
者
の
護
憲
の
意
識
の
高
さ

に
安
堵
の
思
い
が
し
た
。
高
校
生
の
憲
法
意
識
の
調

査
（
日
高
教
調
査
）
で
も
、
憲
法
９
条
に
つ
い
て
「
変

え
な
い
ほ
う
が
良
い
」
が
４
３
％
で
「
変
え
た
ほ
う

が
良
い
」（
１
２
％
）
の
回
答
の
３
・
７
倍
で
あ
っ
た
。

若
い
人
た
ち
の
憲
法
に
つ
い
て
の
健
全
さ
を
見
る

と
、
今
後
の
憲
法
を
護
る
運
動
の
希
望
が
大
き
く
な

る
。
本
当
に
今
日
は
気
持
ち
の
良
い
日
と
な
っ
た
。

（
Ｎ
生
） 
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カ
ン
パ
の
お
願
い 

 
憲
法
を
ま
も
る
市
民
ネ
ッ
ト

の
活
動
支
援
カ
ン
パ
を
お
願
い

し
ま
す
。
郵
送
料
金
な
ど
の
活
動

費
用
に
充
て
ま
す
。
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
の
振
込
み
で
協
力

し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 憲法市民ネットのホームページアドレス 

  http://kitaq-kenpou.net/ 

（若
松
区
） 

「
わ
か
ま
つ
九
条
の
会
」 

会
の
賛
同
者
は
二
百
六
十
四
名

（
内
団
体
は
四
）
毎
月
九
日
に
署

名
行
動
。
現
在
千
百
二
十
六
筆
の

署
名
を
集
約
。
５
月
９
日
は
、
若

松
高
校
前
で
高
校
生
を
対
象
の

宣
伝
署
名
行
動
。
チ
ラ
シ
を
配
り

な
が
ら
百
十
六
筆
の
署
名
を
集

め
ま
し
た
。
⒒
月
３
日
の
文
化
の

日
に
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

大
規
模
な
講
演
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
版
画
家

の
協
力
を
得
て
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

バ
ッ
ジ
な
ど
に
し
て
会
員
に
配

る
計
画
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

平
和
、
憲
法
・地
域
の
動
き 

署
名
集
約 

 

現
在
の
集
約
で
は
、一
万
三

千
五
百
三
十
九
筆
で
す
。
毎
月

末
に
集
約
し
ま
す
。
各
団
体
か

ら
の
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
す


